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◆講演会 ＜聴講無料＞
演　題 日本のふろしき、世界のふろしき
日　時 7月27日（日） 午後1時30分～
会　場 学習ホール
講　師 熊倉功夫氏

（林原美術館館長・国立民族学博物館名誉教授）
◆実演会「親子でチャレンジ！ふろしき講座」 ＜参加無料＞
日　時 7月26日（土） 午後2時～
会　場 学習ホール
講　師 小林万里絵氏（千里文化財団研究員）
定　員 先着40名

◆列品解説 ＜入館料がいります＞
日　時 8月2日（土） 午後1時30分～
担　当 当館学芸員

※以上の催物への参加は申込不要・当日受付へお申し出下さい。

◇会　　期 7月19日（土）～9月7日（日）
◇会　　場　第1特別展示室
◇主　　催　石川県立歴史博物館・国立民族学博物館・財団法人千里文化財団
◇共　　催　北國新聞社
◇後　　援　　　 金沢放送局・北陸放送・テレビ金沢

金沢ケーブルテレビネット・エフエム石川
ラジオかなざわ・ラジオこまつ・ラジオななお

◇特別協力　宮井株式会社・ゑり華
◇助　　成　独立行政法人日本万国博覧会記念機構

◇開館時間　午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）会期中無休

◇入 館 料　一　般　700円（560円） 大学生　550円（440円）

高校生以下無料 （ ）内は20名以上の団体料金
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世
界
の
風
呂
敷

布
で
包
む

も
の
と
心

世
界
各
地
に
も
風
呂
敷
は
あ
る
。
し
か
も
、
美
し
い
風
呂

敷
の
美
を
発
展
さ
せ
た
民
族
は
多
い
。
し
か
し
風
呂
敷
の
作

法
ま
で
作
っ
た
民
族
は
、日
本
以
外
に
は
す
く
な
い
よ
う
だ
。

遺
体
を
包
む
布
は
、
歴
史
的
に
も
ひ
じ
ょ
う
に
古
く
、
世

界
最
古
の
包
み
布
の
ひ
と
つ
は
ミ
イ
ラ
包
み
の
布
で
あ
っ
た

に
ち
が
い
な
い
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
遺
体
を
包
ん
だ
シ

ー
ツ
の
一
部
と
い
わ
れ
る
布
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
遺

体
を
包
む
布
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
ひ
ろ
く
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
日
本
に
は
そ
の
習
慣
が
な
い
。
そ
の
か
わ
り
、

日
本
に
は
祝
い
風
呂
敷
の
文
化
が
異
常
に
発
達
し
た
。
出
雲

の
祝
い
風
呂
敷
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
嫁
入
り
道
具
を
包

み
飾
り
た
て
る
た
め
に
、
半
年
以
上
か
け
て
家
紋
入
り
の
風

呂
敷
一
式
が
製
作
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
遺
体
包
み
や
祝
い
の
包
み
を
考
え
る
と
、
包
む

と
い
う
行
為
が
、
運
搬
の
便
利
の
た
め
と
い
う
実
用
的
な
機

能
と
は
こ
と
な
る
特
別
の
意
味
を
も
つ
こ
と
に
、気
が
つ
く
。

も
の
を
包
む
だ
け
で
は
な
く
、
心
も
包
む
布
で
あ
る
、
と
い

う
本
展
覧
会
の
副
題
の
意
味
は
こ
こ
に
あ
る
。

も
の
は
包
ま
れ
、
お
お
わ
れ
る
こ
と
で
、
人
び
と
の
目
か
ら

隠
さ
れ
る
。
そ
し
て
隠
さ
れ
る
こ
と
で
べ
つ
の
姿
が
あ
ら
わ
れ

て
く
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
包
む
と
い
う
こ
と
が
、
二
重
の
意
味

を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
包
む
こ

と
で
、
も
の
の
か
た
ち
（
日
常
の
姿
と
で
も
い
お
う
）
を
隠
す

と
い
う
意
味
と
、
包
ま
れ
る
こ
と
で
べ
つ
の
か
た
ち
（
非
日
常

の
姿
と
で
も
い
お
う
）
を
顕
在
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

風
呂
敷
の
用
途

歴
史
的
に
み
て
風
呂
敷
に
は
、
2
種
類
の
使
用
法
が
あ
っ

た
よ
う
に
思
え
る
。
第
一
は
特
定
の
も
の
を
包
む
た
め
に
つ

く
ら
れ
、
用
意
さ
れ
た
風
呂
敷
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
第

二
は
、
包
ま
れ
る
も
の
は
決
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
つ
ど
、

も
の
に
従
っ
て
包
み
な
お
さ
れ
る
風
呂
敷
で
あ
る
。

今
日
残
さ
れ
て
い
る
古
い
風
呂
敷
は
、
前
者
が
お
お
い
。

そ
の
目
的
は
保
護
、
保
存
で
あ
る
。
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、

現
存
す
る
世
界
最
古
の
風
呂
敷
は
、
8
世
紀
の
正
倉
院
御
物

中
の
包
み
布
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
舞
楽
の
装
束
や
袈
裟
な
ど

を
包
む
「
裏
」（
つ
つ
み
）
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
内
容

物
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
特
定
の
も
の
を
包
ん
だ
状
態
で
1

2
0
0
年
以
上
保
存
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

特
定
の
も
の
を
包
む
風
呂
敷
の
第
一
類
の
用
途
の
な
か
に

は
、
保
存
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
外
か
ら
一
見
し
て
、
そ

の
内
容
が
判
別
で
き
る
徴
し
と
し
て
風
呂
敷
が
あ
る
。
経
典

包
み
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
例
は
精
査
さ
れ
て
い

な
い
が
、
浙
江
省
博
物
館
に
は
北
宋
時
代
の
経
典
を
包
ん
だ

ボフチェ（イラン） 宮井（株）蔵

宝尽模様風呂敷（日本） 宮井（株）蔵

夏
季
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別
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世
界
大
風
呂
敷
展 



第88号

― 3―

袱
紗
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
ネ
パ
ー
ル
、

ブ
ー
タ
ン
、
チ
ベ
ッ

ト
の
経
典
包
み
の
方

は
、
そ
れ
ぞ
れ
微
妙

に
こ
と
な
る
が
、
ほ

ぼ
共
通
し
た
性
格

で
、
経
典
以
外
の
も

の
を
包
む
こ
と
は
な

い
。
イ
ス
ラ
ム
文
化

圏
の
コ
ー
ラ
ン
包
み

も
こ
れ
に
近
い
。
デ

ザ
イ
ン
や
色
彩
は
い

ろ
い
ろ
で
あ
っ
て
も

現
地
の
人
か
ら
み
る

と
、
コ
ー
ラ
ン
を
包

む
た
め
の
特
別
な
風

呂
敷
で
あ
る
こ
と

が
、
一
見
し
て
わ
か

る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
包
ま
れ

る
も
の
が
あ
ら
か
じ

め
決
め
ら
れ
て
い
る

風
呂
敷
は
、
特
別
な

色
あ
る
い
は
形
、
文

様
、
繍
柄
、
刺
繍
な

ど
を
と
も
な
っ
て
、
共
同
体
の
な
か
で
は
明
確
に
区
別
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
っ
て
用
途
が
区
別
さ
れ
る

こ
と
も
す
く
な
く
な
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス

島
の
稲
刈
り
で
は
、
イ
ネ
の
魂
を
包
む
布
は
女
性
の
着
物
で

あ
る
。
風
呂
敷
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
い
か
な
る
関
係
を
も
つ
の

か
、
こ
れ
か
ら
解
明
す
べ
き
興
味
深
い
問
題
と
思
え
る
。

日
常
に
も
ち
い
る
風
呂
敷
の
場
合
は
、
第
二
類
の
、
な
ん

で
も
包
む
布
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
も
ま
た
古
く
、
興
味
深
い

の
は
、
紀
元
前
20
世
紀
の
粘
土
板
史
料
に
「
長
距
離
を
運
ぶ

た
め
に
ロ
バ
の
背
に
積
ま
れ
た
織
物
の
ひ
と
つ
に
、
商
品
を

く
る
ん
で
お
く
一
種
の
『
風
呂
敷
』
が
あ
っ
た
」（
ホ
ル
ス

ト
＝
ク
レ
ン
グ
ル
・
1
9
8
3
年
）
と
あ
り
、
と
同
時
に
革

袋
の
輸
送
も
記
さ
れ
て
い
て
、
量
は
す
く
な
い
け
れ
ど
も
貴

重
な
錫
な
ど
は
皮
袋
に
入
れ
て
、
目
を
封
印
し
た
と
い
う
。

布
で
包
ん
だ
だ
け
で
は
内
容
物
の
保
全
に
不
安
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
の
意
味
で
風
呂
敷
は
、
む
し
ろ
臨
時
の
、

し
か
も
簡
便
な
包
み
と
い
う
性
格
が
つ
き
ま
と
っ
て
き
た
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
布
も
日
常
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
ど
ん

な
布
で
も
転
用
し
た
。

近
代
の
日
本
の
風
呂
敷
は
、
基
本
的
に
は
包
む
も
の
は
選

ば
な
い
。
も
ち
ろ
ん
素
材
や
大
き
さ
で
、
自
ず
と
用
途
は
分

類
さ
れ
る
が
、
そ
れ
と
て
も
絶
対
に
守
ら
れ
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
ま
た
、
も
の
を
包
む
と
い
う
用
途
以
外
の
使
い

方
は
、
ほ
と
ん
ど
消
え
か
け
て
い
る
。
風
呂
敷
は
、
一
段
と

特
化
し
、
文
化
と
し
て
洗
練
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
大
雑
把
な

風
呂
敷
の
使
い
方
で
は
な
く
、
幾
通
り
も
の
包
み
方
、
結
び

方
な
ど
、
風
呂
敷
の
作
法
と
い
っ
た
も
の
が
生
ま
れ
、
あ
た

か
も
、
風
呂
敷
が
日
本
独
自
の
文
化
の
ご
と
く
思
わ
れ
る
に

至
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
か
え
っ
て
世
界
の
風
呂
敷
に
、

古
い
日
本
の
風
呂
敷
づ
か
い
が
残
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
特
別
展
『
世
界
大
風
呂
敷
展
』
の
図
録
解
説
、

熊
倉
功
夫
「
世
界
の
風
呂
敷
」
を
抄
録
し
た
も
の
で
す
。
詳
し

く
は
、
同
図
録
（
七
月
十
九
日
発
売
・
定
価
一，
八
〇
〇
円
）
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
日
本
の
風
呂
敷
、
世
界
の
風
呂
敷
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
熊
倉
先
生
の
記
念
講
演
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ルーマル（インド） 宮井（株）蔵

抱え布（インドネシア） 国立民族学博物館蔵
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歴
博
特
選
・
お
す
す
め
の
歴
史
散
歩
コ
ー
ス
（
3
）

金
沢
城
を
め
ぐ
る

お
す
す
め
の
歴
史
散
歩
コ
ー
ス
、
今
回
で
三
回
目
と
な
り

ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
平
成
十
七
年
春
に
お
こ
な
い

ま
し
た
兼
六
園
か
ら
金
沢
城
公
園
本
丸
に
至
る
「
金
沢
城
散

策
コ
ー
ス
」
で
す
。

①

兼
六
園

水
戸
偕
楽
園
、
岡
山
後
楽
園
と
な
ら
ぶ
日
本
三
名
園
の
ひ
と

つ
。
江
戸
時
代
の
代
表
的
な
大
名
庭
園
と
し
て
、
加
賀
藩
歴
代

藩
主
に
よ
り
、
長
い
歳
月
を
か
け
て
形
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

②

明
治
記
念
標

中
央
に
日
本
武
尊
像
を
、
左
に
石
川
県
戦
死
尽
忠
碑
を
据

え
る
明
治
紀
念
之
標
は
西
南
戦
争
で
戦
死
し
た
郷
土
軍
人
の

霊
を
慰
め
る
も
の
で
す
。

③

旭
桜

雁
行
橋
近
く
の
「
旭
桜
」
は
、
か
つ
て
「
公
園
の
大
桜
」

と
呼
ば
れ
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。「
金
沢
名
所
」

や
「
金
沢
繁
昌
壽
娯
六
」
な
ど
の
図
版
に
も
、
立
派
な
枝
ぶ

り
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

④

石
川
門

門
の
由
来
は
、
石
川
郡
の
方
に
向
い
て
い
て
開
く
門
で
あ

る
こ
と
に
由
来
し
、
表
門
、
櫓
門
櫓
、
続
櫓
が
方
形
に
広
場

を
囲
う
典
型
的
な
枡
形
門
で
す
。
鉛
瓦
、
海
鼠
塀
、
唐
破
風

の
「
出
窓
」
を
組
み
合
わ
せ
た
優
雅
な
姿
は
、
金
沢
城
独
自

の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑤

河
北
門

名
前
は
、
河
北
郡
に
向
い
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

慶
長
四
年
に
新
丸
が
城
内
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
ま
で
は
、
河

北
郡
外
の
池
に
は
武
士
町
人
な
ど
が
雑
居
し
て
家
屋
が
建
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

⑥

橋
爪
門

二
ノ
丸
に
あ
っ
た
菱
櫓
・
橋
爪
門
は
、
宝
暦
の
大
火
で
焼

失
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
大
規
模
な
復
元
が
完
成
し
て
い
ま

す
。
菱
櫓
は
橋
爪
門
の
続
き
、
五
十
間
長
屋
の
菱
台
の
上
に

あ
っ
て
、
櫓
の
形
が
や
や
菱
形
で
す
。

⑦

本
丸
鉄
門
跡

現
在
は
、
鉄
門
の
名
残
が
あ
り
ま
す
。
本
丸
附
段
よ
り
本

丸
へ
上
る
入
口
の
正
門
で
、藩
主
が
本
丸
に
居
館
し
た
頃
は
、

鉄
の
鉄
板
で
柱
や
扉
を
包
ん
だ
楼
門
で
し
た
。

（
学
芸
主
査
　
永
井
　
浩
）

① ② 
③ 

④ 
⑥ 

⑦ ⑤ 

石川県立歴史博物館● 

金沢市役所 

旧県庁 
香林坊 

金沢城公園 

兼六園 

兼六園下 
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第3回石川の歴史遺産セミナー開催

五
月
三
十
一
日
、「
山
村
の
構
造
と
商
品
流
通
」

を
テ
ー
マ
に
、
第
三
回
石
川
の
歴
史
遺
産
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
。
丸
山
幸
彦
氏
、
宇
佐
美
孝
氏
、
長
山
直
治

氏
の
三
人
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
か
ら
有
意
義
な
ご
発
表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
山
村
の
社
会
構
造
を
、
商
品
生
産
や
流
通
の

あ
り
方
を
通
し
て
考
え
よ

う
と
い
う
内
容
で
し
た

が
、
今
年
一
月
か
ら
始
ま

っ
た
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
へ
の

関
心
は
高
く
、
毎
回
多
く

の
皆
様
の
ご
参
加
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

五
月
十
二
日
、
春
の
歴
史
散
歩
を
実
施
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
兼
六
園
下
周
辺
を
歩
く
」
で
二
十

名
の
皆
様
が
参
加
。
裏
千
家
四
代
家
元
仙
叟
宗
室

ゆ
か
り
の
西
田
家
庭
園
「
玉
泉
園
」
を
振
り
出
し

に
、
大
手
町
の
仙

叟
宗
室
居
士
遺
跡

や
周
辺
に
あ
る
近

代
建
築
遺
産
の

数
々
を
散
策
。
玉

泉
園
で
は
職
員
の

方
か
ら
ご
案
内
も

い
た
だ
き
、
充
実

し
た
一
日
で
し
た
。

六
月
一
日
、
春

季
特
別
展
が
終

了
。
弥
生
時
代
に

関
す
る
最
新
の
研

究
成
果
も
紹
介

し
、
数
多
く
の
興

味
深
い
資
料
が
ず

ら
り
と
そ
ろ
っ
た

展
覧
会
に
は
、
期
間
中
数
多
く
の
熱
心
な
考
古
学

フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
歴
史
体
験
コ
ー

ナ
ー
に
は
通
常
の
原
始
古
代
編
に
特
別
展
関
連
企

画
（「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
」
記
事
参
照
）
も
加

わ
り
、
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
大
好
評
で
し
た
。

ボランティア研修

四
月
二
十
四
・
二
十
五
日
の
二
日
間
、
歴
史
体

験
コ
ー
ナ
ー
の
春
季
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
を
実
施
。

両
日
あ
わ
せ
て
十
五
名
の
方
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
前
年
度
後
期
か
ら
引
き
続
い
て
の
原
始
古

代
編
で
し
た
が
、「
弥
生
ム
ラ
の
風
景
」
展
開
催
の

関
係
で
、
田
下
駄
や
卑
弥
呼
衣
装
な
ど
が
加
わ
り
、

ぐ
〜
ん
と
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
。
子
ど
も
た
ち

に
楽
し
く
体
験
し
て
も

ら
う
た
め
に
と
、
参
加

の
皆
さ
ん
も
真
剣
な
表

情
で
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。

（
7
〜
9
月
）

◎
開
講
時
間
：
午
後
2
時
〜
（
講
演
会
と
列
品
解
説
は
午
後
1
時
30
分
〜
）

◎
会
　
　
場
：
常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説
…
関
係
各
展
示
室

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
実
演
会
・
講
演
会
…
学
習
ホ
ー
ル

◎
受

講

料
：
無
料
　
※
列
品
解
説
は
入
館
料
が
必
要
。

◎
申
し
込
み
：
不
要
　
※
当
日
受
付
へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

月
　
日

行
　
　
　
事

内

容

7
/
6
（
日
）
常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説

律
令
時
代
の
加
賀
・
能
登
（
永
井
浩
　
学
芸
主
査
）

7
/
19
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

昭
和
時
代
の
能
登
観
光
（
本
谷
文
雄
　
資
料
課
長
）

7
/
26
（
土
）
実
演
会

「
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
ふ
ろ
し
き
講
座
」

講
師
　
小
林
万
里
絵
氏
（
千
里
文
化
財
団
研
究
員
）

7
/
27
（
日
）
講
演
会

「
日
本
の
ふ
ろ
し
き
、
世
界
の
ふ
ろ
し
き
」

（
開
講
は
午
後
１
時
30
分
〜
）

講
師
　
熊
倉
功
夫
氏
（
林
原
美
術
館
館
長
・

国
立
民
族
学
博
物
館
名
誉
教
授
）

8
/
2
（
土
）
列
品
解
説
（
有
料
・

世
界
大
風
呂
敷
展
（
当
館
学
芸
員
）

開
講
は
午
後
１
時
30
分
〜
）

8
/
3
（
日
）
常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説

仏
と
神
と
領
主
の
時
代
（
小
西
洋
子
　
学
芸
主
任
）

8
/
16
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

古
典
文
学
の
意
匠
―
源
氏
物
語
―

（
前
田
武
輝
　
普
及
課
長
）

9
/
7
（
日
）
常
設
ス
ポ
ッ
ト
解
説

金
沢
城
下
図
屏
風
の
世
界

（
濱
岡
伸
也
　
学
芸
専
門
員
）

9
/
20
（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

台
湾
と
石
川
県
―
「
歴
史
秘
話
」
の
秘
話
―

（
本
康
宏
史
　
学
芸
専
門
員
）
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催事日録 

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
案
内
　
　
　
　
　
　

（
税
込
定
価
）
一，
〇
〇
〇
円

利
家
と
ま
つ
の
生
き
た
時
代
　
―
戦
い
・
く
ら
し
・
女
た
ち
―

一，
九
〇
〇
円

景
勝
を
め
ぐ
る
　
―
い
し
か
わ
の
景
観
史
―

一，
二
〇
〇
円

い
し
か
わ
の
歌
仙
絵
馬

一，
四
〇
〇
円

風
俗
画
伯
　
巌
如
春
　
―
都
市
の
記
憶
を
描
く
―

一，
四
〇
〇
円

源
平
合
戦
と
北
陸
　
―
義
経
伝
説
を
育
ん
だ
ふ
る
さ
と
―

一，
六
〇
〇
円

加
賀
百
万
石
へ
の
道
　
―
戦
国
か
ら
太
平
へ
―

二
〇
〇
円

昭
和
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
　
―
モ
ノ
で
た
ど
る
戦
後
―

一，
〇
〇
〇
円

石
川
の
お
宝
史
　
―
名
宝
か
ら
文
化
財
へ
―

三
〇
〇
円

弥
生
ム
ラ
の
風
景
　
―
越
の
ク
ニ
生
み
・
境
界
・
交
流
―

一，
二
〇
〇
円

世
界
大
風
呂
敷
展
　
―
布
で
包
む
も
の
と
心
―
（
最
新
刊
・
七
月
十
九
日
発
売
）
一，
八
〇
〇
円

※
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
で
販
売
中
。
定
価
は
す
べ
て
税
込
。
郵
送
ご
希
望
の
方
は
、

当
館
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
刊
行
物

案
内
（
図
録
等
）」
を
ご
覧
下
さ
い
。（
電
話
〇
七
六
―
二
六
二
―
三
二
三
六
）

主
な
刊
行
物
の
ご
案
内
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石
川
橋
の
高
欄

明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
六
月
、
旧
金
沢
城
（
当
時

は
旧
陸
軍
第
九
師
団
駐
屯
地
）
に
あ
っ
た
百
間
堀
は
、
都
市

交
通
の
さ
ま
た
げ
に
な
る
と
し
て
埋
め
立
て
ら
れ
、
現
在
の

道
路
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
道
路
を
ま
た
い
で
、
石
川
門
と

兼
六
園
を
結
ぶ
た
め
に
架
け
ら
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
橋
が
、
お
な
じ
み
の
石
川
橋
で
す
。
そ
の
後
、
平
成
七

（
一
九
九
五
）
年
の
掛
け
替
え
工
事
に
よ
っ
て
新
・
石
川
橋

と
な
る
ま
で
の
約
八
十
年
間
、
旧
陸
軍
第
九
師
団
や
金
沢
大

学
生
、
観
光
客
ら
の
重
要
な
交
通
路
と
し
て
、
時
代
を
超
え

て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
石
川
県
の
近
代
建
造
物
を
代
表
す
る
一
つ
と

も
い
え
る
旧
・
石
川
橋
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
す
べ

て
解
体
さ

れ
て
瓦
礫

の
山
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

さ
に
あ
ら

ず
。
橋
の

一
部
は
歴

博
に
残
さ

れ
、
し
か

も
屋
外
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

「
え
っ
!?
、
歴
博
に
は
時
々
行
く
け
ど
、
そ
ん
な
も
ん
ど

こ
に
あ
っ
た
が
け
？
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
…
。

そ
う
な
ん
で
す
よ
。
ち
ょ
っ
と
目
に
つ
き
に
く
い
で
す
よ
ね

ぇ
。
ま
ぁ
、
と
り
あ
え
ず
当
館
第
三
棟
裏
手
の
駐
車
場
ま
で

足
を
運
び
、
そ
の
脇
の
林
の
辺
り
に
目
を
や
っ
て
下
さ
い
。

そ
こ
に
ひ
っ
そ
り
と
鎮
座
し
て
い
る
の
は
、
あ
の
旧
・
石
川

橋
の
高
欄
な
の
で
す
。
側
面
に
は
「
石
川
橋
」「
明
治
四
十

四
年
三
月
架
」
と
刻
ま
れ
、
上
に
は
電
灯
の
支
柱
も
残
り
ま

す
。
た
だ
、
こ
の
場
所
に
置
か
れ
て
い
る
の
に
は
少
し
ば
か

り
わ
け
が
あ
り
ま
す
。
工
事
で
撤
去
さ
れ
た
後
、
当
館
で
お

預
か
り
は
し
た
も
の
の
、
収
蔵
庫
は
す
で
に
満
杯
状
態
。
展

示
す
る
に
し
て
も
、
な
か
な
か
適
当
な
場
所
が
…
、
と
い
う

わ
け
で
落
ち
着
い
た
先
が
、
こ
の
駐
車
場
脇
。
高
欄
の
歴
史

的
な
価
値
は

今
後
の
研
究

に
ゆ
だ
ね
ら

れ
ま
す
が
、

石
川
近
代
化

の
歴
史
を
語

る
生
き
証
人

は
、
今
こ
こ

で
静
か
に
、

静
か
に
余
生

を
送
っ
て
い

る
の
で
す
。

石川橋の高欄

※
ト
リ
ヴ
ィ
ア
＝
雑
学
的
な
事
柄
や
知
識
、
豆
知
識

本
多
の
森
か
ら

◇
「
世
界
の
大
風
呂
敷
展
」
が
始
ま
り
ま
す
。
最
近
は
環
境
問
題
に
対
す
る

関
心
の
高
ま
り
か
ら
、
風
呂
敷
も
何
か
と
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ

れ
に
し
て
も
風
呂
敷
な
る
も
の
は
日
本
独
特
の
文
化
か
と
思
い
き
や
、
な
ん

と
世
界
中
に
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
し
て
「
包
む
」
と
い
う
こ
と
に
、
こ
ん
な

に
様
々
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
は
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
意

外
に
知
ら
な
い
風
呂
敷
の
世
界
、
こ
の
夏
一
緒
に
ち
ょ
っ
と
旅
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

秋
季
特
別
展

御
用
絵
師
梅
田
九
栄
と
俳
諧

―
芭
蕉
の
教
え
を
守
っ
た
男
―

9
月
20
日
（
土
）
〜
11
月
3
日
（
月
・
祝
）
第
1
特
別
展
示
室

江
戸
時
代
の
後
期
、
藩
の
御
用
も
務
め
る

絵
師
で
あ
り
、
俳
人
と
し
て
芭
蕉
の
教
え
を

守
り
伝
え
た
梅
田
九
栄
に
注
目
し
、
著
作

「
俳
謌
一
百
一
首
之
図
屏
風
」
か
ら
俳
諧
の

お
も
し
ろ
さ
を
紹
介
し
ま
す
。

歴
史
体
験
コ
ー
ナ
ー
　
近
世
編

9
月
13
日
（
土
）
〜
3
月
22
日
（
日
）

楽
し
い
歴
史
体
験
が
で
き
る
人
気
コ
ー
ナ
ー
。
い
よ

い
よ
近
世
編
に
模
様
替
え
で
す
。「
甲
冑
・
旅
の
衣
装

を
着
る
」「
駕
籠
に
乗
る
」「
千
両
箱
を
持
つ
」
な
ど
な

ど
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
。
み
ん
な
で
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
！

次
回
の
展
覧
会

7
月
7
日
（
月
）
〜
8
日
（
火
）

2
日
間

7
月
17
日
（
木
）
〜
18
日
（
金
）

2
日
間

9
月
8
日
（
月
）
〜
9
日
（
火
）

2
日
間

9
月
18
日
（
木
）
〜
19
日
（
金
）

2
日
間

展
示
替
え
に
よ
る
休
館
日
（
7
〜
9
月
）

俳謌一百一首之図
屏風（部分）


